













俗小説の機能を ｢現実の世界からの束の間の逃避､ 二人だけの ｢文化｣ 生活の夢想｣３ と呼ん





















諸 岡 知 徳
キーワード：挿絵､ モダンガール､ 職業婦人､ ファッション､ 洋装
挿絵のなかの女性イメージ 1930年代新聞通俗小説の底流
本稿で扱う1930年代当時の男女の恋愛や結婚を扱う通俗小説の挿絵は､ 時代もののそれと違
い､ 現実の世界と地続きであるといえる｡ もちろんリアリティの確保のため､ 時代ものの挿絵
には時代考証が欠かせない｡ 同様に通俗小説の挿絵も同時代の風俗に対する広範な知識が必要
だ｡ 多数の挿絵を使って近代の身装文化のデータベースを構築している高橋晴子は､ 同時代資
料としての挿絵について ｢服飾史の専門書以上の具体的知識が得られるもの｣５ とする｡ 一方
で高橋は ｢挿絵の場合は描く人がとくに意図するしないにかかわらず､ その人の思惟の奥にあ













て､ はるみの劇場出演を禁止する嫌がらせは悪辣だ｡ はるみは森戸子爵に向かって､ ｢人間一
人を食へなくして､ 人間の一生の目的を破壊して､ 恬として恥ぢない人間なんか､ 人道の敵だ







































193577】と､ 化粧品の広告写真【図４： 『大阪朝日新聞』 193576】である｡ 両者を比べる
と､ 水着や靴のデザイン､ 腕のポージング､ 帽子とヘアスタイルなど､ 類似は明らかだ｡ ｢感
情山脈｣ の挿絵を担当した寺本忠雄がこの広告を参考にしながら挿絵を描いたという想像はあ
ながち間違いではないだろう12｡
さらに目を惹くのはモデルの山路ふみ子の足元に ｢龍涎香｣ とあることである｡ 久米正雄の
｢龍涎香｣13 は飛行士を目指して自動車運転手をしている武田健次と彼をめぐる女性キャラク
ターたちとを中心にした物語だ｡ 新聞連載中に映画化され､ 山路ふみ子はそのなかで実業家の
娘・幸子を演じた14｡ ただ､ 小説のなかで幸子が水着で登場する場面はなく､ 山路ふみ子の水





脈｣ を掲載する東／西 『朝日新聞』 と ｢龍



















かる｡ 城戸事件以前に執筆していた三上於菟吉､ 加藤武雄､ 牧逸馬､ 直木三十五､ 北村小松ら





菊池寛の参入で刷新された 『東日』 ／ 『大毎』 に対し､ 東／西 『朝日新聞』 も新しい動きを














の一種であり､ 一部の新聞読者にとっては憧れの対象であった16｡ また､ その一方で水着はセ
クシュアリティを強調し､ 見る者の欲望を刺激するものでもあった｡ 憧れと欲望とは表裏一体
だ｡ 牟田和恵は1920年代以降､ ｢女性的魅力の体現者｣ である ｢映画や宣伝のマスメディアに
















｢感情山脈｣ ははるみの就職活動から始まって､ 女優として成功するまでを描く｡ パラシュー
ターに志願したことで世間の注目を集めたはるみは､ その後デパート銀座のマネキンにスカウ
トされ､ さらにデザイナーを経て､ 筑紫三郎の紹介で舞台女優になる｡ ｢感情山脈｣ ははるみ
を通じて働く女性のライフ・スタイルを示しているのだといえる｡
働く女性といってもはるみはいわゆる職業婦人の典型的なコースからは外れた存在だ｡ 職業






には向かない｡ とすれば､ サービス業の職業婦人が通俗小説に多く登場するのは必須だ｡ 就職
の容易さから､ 接客サービスに専従する女性従業員､ いわゆるカフェや酒場の女給やダンスホー
ルのダンサーなどが頻出することになる｡ ただ､ 同じサービス業でもはるみが就職したマネキ









































































職業婦人たちの登場と相互的に影響しあっている25｡ だが､ 1929年の世界大恐慌以降､ そうし
た風潮は一変する｡ ｢大恐慌は30年代の欧米全体に保守的な空気をもたらした｡ 20年代はどん
どん開放的になっていた女性にも､ 従来の女らしさが再び求められるようになる｣26 のだ｡ そ



























で横光は ｢純文学にして通俗小説｣ としての ｢純粋小説｣ を宣言し､ その実作にあっては長篇
小説を前提とした｡ 1935年前後には横光だけではなく通俗小説の影響によって長篇志向が高まっ
ていた30｡ ｢純粋小説論｣ 発表後に執筆された ｢家族会議｣ もその延長線上に構想されていた
といえる｡ 『東日』 ／ 『大毎』 ではそれまでも夕刊での連載経験があった横光だが､ 朝刊での
連載は初めてであった｡ 中・短編中心の夕刊連載ではなく､ 長期連載が可能な朝刊での連載に
横光が自らの主張に則った長篇執筆の場を求めたと考えても不思議はない｡ 横光の思惑と 『東
日』 ／ 『大毎』 の販路拡大戦略とが一致した結果が ｢家族会議｣ なのである｡
｢家族会議｣ は東京の株屋・重住高之と大阪の株屋・仁礼文七との株式戦という経済小説の




開されている｡ これに対して､ ｢感情山脈｣ では９月下旬から株式取引が話題として取り入れ
られている｡ だが､ 小島の取り入れ方が部分的なものに留まる一方で､ ｢家族会議｣ では社会
システムをメタレベルから物語のコンテクストとして取り入れようと構想している点でよりダ





洋画家だが挿絵も手がけ､ ｢家族会議｣ 連載前後に 『婦人画報』 の表紙も担当していた｡ 佐野
















郭線を用い､ 柔らかな質感を表そうとしている｡ その反面で､ 微細な表情を表現しようと試み
る佐野の挿絵は､ その他の描線とのバランスが悪く､ ぎこちない印象を与える｡ また､ 画面構
成も寺本が小説本文のあくまで一場面のうちにキャラクターを登場させるのに対して､ 佐野は
忍を読者に正対させるように描く｡ 佐野の挿絵は本文から逸脱し､ 絵としての独立性を訴えて
いるのだといえよう｡ そうした違いは ｢感情山脈｣ と ｢家族会議｣ という二つの小説の違いを
より明確に教えてくれる｡
忍の存在は ｢家族会議｣ という物語の世界に活力を与えている｡ 高之と相思相愛の泰子は静
的な女性として設定されている｡ 高之の店の番頭の娘・春子やその友人・清子なども登場する
にはするが､ その行動力は限られている｡ 忍は登場する女性のなかで唯一洋服を常用し､ 自ら
自動車を走らせて京都や六甲山へドライブをしたり､ テニスを楽しんだりしている｡ また､ 高
之に会うために単身東京と大阪を往復したり､ 株式売買にも関わったりと作中の女性キャラク
ターでもっとも行動範囲が広い｡ ただし､ 横光の書く忍はその行動力から想像するほどにファッ
ショナブルではない｡ たとえば､ 小説本文で具体的に着衣の説明が行われるのは､ ｢花模様の
イーブンニング｣ (｢稲妻｣)､ ｢クレープヤーンのブラウス｣ (｢網島｣)､ ｢スポーティなスーツ｣






















う｣33 と中山千代は指摘する｡ モダン・ガールとは､ ガールということばに象徴されるように､
妻になること､ 母になることを拒否する存在だといえる｡ 既存の秩序を支える父権制に反抗す
る娘たち｡ 経済的な自立､ 結婚を目的としない恋愛､ 男性への隷属を拒否する女性たち｡ モダ
ン・ガールは ｢未来の女性の暗示｣ であり､ ｢女性の完成への第一歩｣34 だった｡ だが､ 結局
それは結婚するまでの間のつかの間の夢でしかない｡ たとえば､ 職業婦人たちは ｢結婚と同時
に女は男の家に組み込まれ､ 独立の職業人からただの女になる｣35 と村上信彦は指摘する｡ ほ
とんどの職業婦人は結婚すると仕事を辞めて家庭に入らざるをえなかった｡ そうした女性たち
にとって妻でも母でもない時間は限られていた｡ そうした時間を依田富子の概念を借りて ｢ガー








終了後､ 菊池寛の ｢新道｣ が 『東日』 ／ 『大毎』 に連載される｡ ｢新道｣37 には忍を彷彿とさ
せるキャラクター・宗方朱実が登場する｡ 朱実は恋人・工藤一平の子を妊娠するが､ 一平は事








ロマンティック・ラブは ｢父の権力｣ から娘を解き放つかもしれないが､ その代わりに
｢夫の権力｣ のもとへと､ 女をすすんで従属させる｡ 恋愛の狂おしいエネルギーは､ ｢父の
支配｣ の重力圏からの遠心力と､ ｢夫の支配｣ のもとへの自発的な自己放棄とに向けられ






配｣ の重力圏内にとどまっていることを象徴しているともいえよう｡ 菊池が ｢新道｣ で行った
のはモダン・ガールを ｢父の支配｣ から ｢夫の支配｣ へと移行させることだった｡ ただ､ 忍は
自分の意志で ｢父の支配｣ に留まっているわけではない｡ 泰子と高之とが結婚したため､ 忍は
否応なく ｢夫の支配｣ に移行できなかったのだということもできる｡ そうした点で忍も恋愛結
婚のイデオロギーを内面化しているのだといえよう｡




















こうした事態は ｢感情山脈｣ だけでなく､ 通俗小説というジャンルに広く共通する特徴でも
ある｡ 前田愛は通俗小説が近代的な核家族への憧れを形象化したものであったと喝破した39｡
菊池寛の ｢受難華｣40 以来､ 通俗小説では結婚という制度の強固さが繰り返しテーマ化され､
異性愛主義､ 男性中心主義的な語りが再生産され続けてきた41｡ はるみは理不尽な男性の言動






さまざまなスタイルの対立が見られた｡ しかしながら､ その根底に大きな物語､ 異性愛主義と
男性中心主義が伏流していたことも確かだ｡ それをある種の ｢思想｣ と呼んでも間違いではな
いだろう｡ その ｢思想｣ はつねに女性を家父長制の重力下に引きこもうとする｡ まるでパラシュー
トで落下してきたはるみのように､ 女性たちは目に見えぬ力に ｢任せてゐるより外はなかつた｣
のだ｡ 通俗小説とその挿絵に潜む ｢思想｣ を探求することは､ 男女間の非対称な権力関係がい
かに構築され､ 継続されたのかを知る､ 一つの術となるはずである｡
注釈
１ ｢通俗小説｣ という語の概念は難解である｡ セシル・サカイ／朝比奈弘治訳 『日本の大衆文学』 (平
凡社, 1997) では通俗小説という分類を使わず､ ｢現代小説｣ とそのなかの ｢恋愛小説｣ という分類
を行っている｡ これは ｢通俗小説｣ が複雑な概念であることを物語っている｡ ただ私見では ｢恋愛
小説｣ という区分はそれらのテクスト群を言い表すには適当ではないと考える｡ そのため､ 本稿で
は一般的な通称として ｢通俗小説｣ という語を使用し､ その詳細な概念規定については別稿に譲り
たい｡
２ ｢もうひとつの 『小説神髄』 ―視覚的世界の成立｣ (『日本近代文学』 25集 (197810)) で前田愛は挿
絵の問題を扱っているが､ ここで問題となったのは明治中期での印刷技術の変革がもたらした近世
との切断であり､ その後の通俗小説の挿絵の問題をそれと関わらせて考えることは難しい｡
３ 前田愛 ｢大正後期通俗小説の展開｣ 『近代読者の成立』 (有精堂, 1973)､ 引用は岩波現代文庫 (2001)
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太佳夫・沼野充義・兵藤裕己・松浦寿輝 『岩波講座文学２ メディアの力学』 (岩波書店, 2002)
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５ 高橋晴子 ｢近代日本の新聞連載小説―身装情報としての評価―｣ 『アート・ドキュメンテーション研
究』 (20083) 4
６ 高橋, 前掲論文 (注５) 7
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12 なお､ 『大阪毎日新聞』 には７月17日にこれと同じ広告が掲載されている｡
13 久米正雄 ｢龍涎香｣ 『東日』 ／ 『大毎』 193525－88
14 映画公開は７月14日｡
15 城戸事件とは経営方針の違いから取締役社長であった城戸元亮が取締役会で解任されたのを契機と









17 牟田和恵 ｢新しい女・モガ・良妻賢母―近代日本の女性像のコンフィギュレーション｣ 伊藤るり､
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ジェンダー』 (岩波書店, 2010) 168
18 『大阪朝日新聞』 193577 (４面)
19 デパート店員の人気については ｢若い娘の職業的進出が繁くなるにつれて､ デパート娘志望者は加
速度的に増して採用者側の選択はますます自由になってきた｣ (『大阪朝日新聞』 1931122 (９面))､
｢東京府職業紹介所でデパートガール二千名を募集したら第一日に求職女軍が四千人も殺到し､ その
後数日中に早くも一万五千の多数に達して係員を唖然たらしめた｣ (同1932217 (５面)) などの記
述が散見される｡
20 吉見俊哉 ｢帝都東京とモダニティの文化政治｣ 『岩波講座近代日本の文化史６ 拡大するモダニティ』
(岩波書店, 2002) 32
21 村上信彦 『大正期の職業婦人』 (ドメス出版, 1983) 310
22 『大阪朝日新聞』 1935103 (８面)
23 『大阪朝日新聞』 1935628 (４面)
24 海野弘 『流行の神話 ファッション・映画・デザイン』 (フィルムアート社, 1976) 89
25 中山千代 『日本婦人洋装史』 (吉川弘文館, 1987) 411
26 文化服装学院編 『文化ファッション大系服飾関連専門講座⑩ 20世紀ファッション』 (文化出版局,
2005) 36
27 高橋晴子 『近代日本の身装文化 ｢身体と装い｣ の文化変容』 (三元社, 2005) 265
28 横光利一 ｢家族会議｣ 『東京日日新聞』 ／ 『大阪毎日新聞』 193589－1231
29 横光利一 ｢純粋小説論｣ 『改造』 19354
30 たとえば､ 大橋毅彦は ｢純粋小説論議の季節と長編小説 ｢復讐｣ 及び ｢戦へる女｣｣ (『室生犀星への
／からの地平』 若草書房, 2000) で室生犀星の長篇小説執筆と1935年前後の文壇状況を関わらせて
論じている｡
31 谷崎潤一郎 ｢蓼喰う虫｣ 『東京日日新聞』 ／ 『大阪毎日新聞』 夕刊1928124－29618
32 横光利一 ｢寝園｣ 『東京日日新聞』 ／ 『大阪毎日新聞』 夕刊1930117－1228
33 中山, 前掲書 (注25) 386
34 片岡鉄兵 『モダンガアルの研究』 (金星堂, 1927)､ 引用は 『近代庶民生活誌 第１巻』 (三一書房,
1985) 175
35 村上, 前掲書 (注21) 67／上野千鶴子は､ ｢｢仕事か家庭か｣ は､ しかしながら､ 家父長制的な家族
制度をゆるがすに至らない｡ 女子雇用労働力を必要とした資本制は､ これを ｢結婚までの仕事｣ と
女性のライフサイクル上に配分することで､ 生産領域と再生産領域の分離を温存した｣ と指摘して
いる｡ (『家父長制と資本制 マルクス主義フェミニズムの地平』 (岩波書店, 1990)､ 引用は岩波現
代文庫 (2009) 240)
36 依田富子のいう ｢ガールタイム｣ は主に戦後の女性文化を視野に置いているが､ ここではその概念
を借りて使用したい｡ なお､ ガールタイムの特徴として依田は ｢個人の趣向やライフスタイルを軸
とした消費の担い手｣ による点､ ｢成熟を遅延する非 (再) 生産的で非発展的な時間として､ 母性の
規範から相対的に自由であること､ またそのナイーブでロマンチックな感性や美意識が､ ｢処女性｣
や ｢純潔｣ の規律とは似て非なる文脈を有していた点｣ などを挙げている｡ 以上はモダン・ガール
を考えるうえでも非常に示唆に富む視点だといえる｡ (名古屋大学大学院文学研究科付属日本近現代
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文化研究センター主催国際シンポジウム ｢反乱する若者たち 1960年代以降の運動・文化｣ (20101
8－10) パンフレット10)
37 菊池寛 ｢新道｣ 『東京日日新聞』 ／ 『大阪毎日新聞』 193611－518
38 上野千鶴子 『家父長制と資本制 マルクス主義フェミニズムの地平』 (岩波書店, 1990)､ 引用は岩
波現代文庫 (2009) 73
39 前田愛 ｢大正後期通俗小説の展開｣ 『近代読者の成立』 (有精堂, 1973) 参照
40 菊池寛 ｢受難華｣ 『婦女界』 19253－2612
41 この点に関しては拙稿 ｢｢人生案内｣ の効用―菊池寛／通俗小説の ｢思想｣ ―｣ (『神戸山手短期大学
紀要』 第51号 (200812)) で論じている｡
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